
青山学院大学ボランティアステーションによる派遣（2011年 7月~9月） 

 

ベンチの制作場所、完成数 

月日 制作場所 完成数 

7/15～7/23 杉下仮設住宅団地 
ベンチ 41脚、テーブル 4台、 

掲示板 2つ、プランター入れ 6つ 

7/17 永沢仮設住宅団地 ベンチ 2脚 

7/24～9/10 長洞仮設住宅団地 
ベンチ 79脚、テーブル 6台、 

掲示板 1つ 

8/1～8/7 平林仮設住宅団地 ベンチ 15脚 

8/8～8/13 地ノ森仮設住宅団地 
ベンチ 35脚、テーブル 3台、 

掲示板 1つ、プランター入れ 1つ 

8/19 災害ボランティアセンター休憩所 ベンチ 7脚 

8/19～9/4 大豆沢仮設住宅団地 ベンチ 6脚、テーブル 1台 

8/26 小中井仮設住宅団地 ベンチ 11脚、テーブル 1台 

9/9 山口仮設住宅団地 ベンチ 8脚 

9/12～9/13 轆轤石仮設住宅団地 ベンチ 23脚 

(出典：チャイルド・ファンド・ジャパン HP) 

 

住民同士の会話のきっかけとなり得るベンチを各棟、集会所に設置した。また、住民

に参加を呼びかけ共に製作することで住民交流の場をつくり、さらに単なる物資ではな

い公共性と愛着が持てるベンチを目指した。 

 

 

聞き取り調査(主にベンチの利用状況確認) 

月日 場所 人数 

8/22～8/27 長洞仮設住宅団地 318人 

9/2 地ノ森仮設住宅団地 72人 

9/3 杉下仮設住宅団地 84人 

(出典：チャイルド・ファンド・ジャパン HP) 

 

一軒一軒の扉をたたき聞き取り調査を行った。内容は主にベンチの利用状況の確認だ

ったが、学生にとっては住人の方とお話しする大切な機会となり、各々印象深い話を聞

くこともあった。 

 


